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高梁市の状況

人口 約28,000人

面積 約547㎢

小学校14校

中学校6校

高校5校 （募集定員 435人） 高梁市の1学年約180人

大学・専門学校各1校

※学園文化都市

※平成11年～平成28年 小学校７校 中学校1校 統廃合

※特に、平成28年中学校の統合で大きな問題➡改革
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学校再編に対する基本的な考え方

○明確な基準と透明性・計画性
➡課題を共有し、共通の話題で議論をかみ合わせる

○再編の前になすべきことがある
➡再編が目的ではなく、教育の充実が目的

※一体的に総合的に進める
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高梁市学校再編推進審議会
委員 委員長 議会総務文教委員2人

各中学校区まちづくり関係者・PTA代表各１人

平成29年5月～平成30年2月 15回の審議

＜諮問＞

○ 教育環境を確保するための小中学校再編の基本的な考え方

○ 教育目標を達成するための教育施策のあり方

ただ、再編を待つのか その前にするべきことがある（逆襲）
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答申 平成30年3月

1. 教育環境を確保するための小中学校再編の基本的な考え方

○小学校 原則として、全校で２学級以下が継続的な状態

○中学校 原則として、１学年の生徒数一桁が継続的な状態

①再編の対象年度の3年前から準備委員会を設置し協議

②地元（ＰＴＡやまちづくり、コミュニティ協議会等の団体）から再編の
要望があった場合は、上記の基本的な考え方によらず準備委員会を設置し、
協議を開始

③準備委員会では、再編ありきではなく、再編しない場合の選択肢も検討
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２教育目標を達成するための教育施策のあり方
（１）既存の教育の充実

合同授業の強化 ICT活用による合同授業

➡H28から地道な取り組み GIGAスクールで一気に飛躍

オンライン授業 オンライン通級指導 不登校対策

（授業・家庭学習・調査研究）※専門職員の配置

ふるさと学習

➡従来より盛ん 探究的学習へ発展（society5.0を生き抜く）

※専門職員の配置

小中連携強化

➡従来より実践 幼保と小 中と高 高と小へ拡大

義務教育学校へ発展

伝統芸能、郷土芸能

➡地域で 生涯学習で
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（２）地域との連携強化を図ること

コミュニティ・スクールの推進

H29 1校 ➡ R2 全小中学校（幼こ、高校等と合同も）

目的と手段を間違わない（学校と地域の目的が一致したら設

置）有意義な取り組みが増えている

地域学校協働活動の充実（地域学校協働本部）

➡従来より 全校設置 ややマンネリ化

コミュニティ・スクールとの関連を工夫したい

※専門職員の配置
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（３）新たな学校の制度を研究すること

教育課程特例校制度

➡小学校１校で実施（英語）

小中一貫校

➡再編準備委員会➡R4小学校統合➡Ｒ７義務教育学校開校

寮制度等

➡進展なし（県立高校等を全国募集⇦市が支援）

その他

➡小学校2校で小規模特認校実施

（４）特別支援教育を充実すること

➡審議会➡ 2年間 特別支援教育研修（初級・中級・上級）免許

（５）部活動等のあり方を研究すること

➡審議会➡地域部活動 合同チーム部活動の研究中
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事例①「備北バスに１か月に１回のってもらおうプロジェクト」

【概要】
・備北バス⇒「路線バスの理解度を高め、バスの利用者を増やす方法」
・ターゲットを高校生に絞り、市内の高校（３校）にアンケートの協力を依頼。実態把握から解決策を提案。
・提案１：路線図をわかりやすく改善する。
提案２：バス利用のメリットと吹屋をPRする情報を盛り込んだチラシを作成・配布する。
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事例②「備中牛を広めようプロジェクト」

【概要】
・江草牧場⇒「備中牛の地元消費の拡大」
・スーパーでのアンケート、授業参観日での
保護者アンケートで実態把握。
・提案：PRポスターとプレゼンを制作し、市役所と

タイアップして広報する。
→農林課のHPとリンク

※「農業者の集い」に参加し発表（コロナで中止）
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ケニア勤務 国連職員講師 オンライン授業



重要課題への対応
高梁市学校再編推進審議会答申 公的な意見（ボトムアップ？）

（トップダウン？）

首長部局、議会、教育委員会、学校園、地域等との課題の共有

教育振興基本計画等の大幅な改革（上位目的との関係の確認）

カリキュラムマネジメント（人・物・金・制度・時間） 勉強

※業務改善の取組の中

効果的な連携 焦点化 目的と手段の正しい共有
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